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二
〇
一
二
年
春
闘
、
震
災
の
影

響
が
大
き
く
大
変
闘
う
に
は
厳
し

状
況
。
し
か
し
、
む
ず
か
し
い
春

闘
だ
か
ら
こ
そ
や
り
抜
く
た
め
、

支
部
春
闘
学
習
会
を
開
催
。
ま
た

地
域
共
闘
の
春
闘
講
座
等
に
参
加

し
、
春
闘
を
精
一
杯
闘
い
抜
く
こ

と
を
意
思
統
一
し
た
。
本
日
の
集

会
が
出
発
点
と
し
、
明
日
、
明
後

日
と
控
え
る
大
衆
行
動
の
成
功
に

向
け
総
決
起
す
る
こ
と
を
冒
頭
訴

え
る
。

私
た
ち
の
春
闘
の
生
要
求
は
五

万
円
だ
が
、
国
労
の
要
求
は
ベ
ア

五
〇
〇
〇
円
。
食
い
違
い
に
対
し

皆
さ
ん
も
様
々
な
思
い
が
あ
る
か

と
思
う
。
し
か
し
、
報
道
に
よ
れ

ば
ベ
ア
も
要
求
で
き
な
い
連
合
加

盟
の
大
手
労
組
等
、
定
昇
維
持
が

要
求
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
の
が

大
半
と
い
う
の
が
状
況
で
あ
る
。

私
た
ち
一
人
一
人
の
思
い
は
そ
れ

ぞ
れ
に
あ
る
が
、
賃
上
げ
の
要
求

を
、
こ
の
春
闘
の
中
で
勝
ち
取
る

た
め
に
精
一
杯
取
り
組
む
こ
と
を

大
き
な
目
標
に
し
た
い
。

そ
し
て
私
た
ち
仙
総
支
部
は
、

こ
の
春
闘
に
お
い
て
賃
上
げ
獲
得

を
は
じ
め
と
し
た
諸
要
求
の
実
現

と
共
に
、
今
年
も
、
労
働
組
合
の

運
動
を
職
場
の
中
か
ら
実
践
を
す

る
た
め
に
、
春
闘
の
大
き
な
山
場

と
位
置
づ
け
こ
の
間
運
動
を
進
め

て
き
た
。
昨
年
末
段
階
か
ら
一
人

一
要
求
の
取
り
組
み
を
進
め
、
支

部
に
闘
争
委
員
会
を
設
置
し
闘
い

の
具
体
化
を
図
っ
て
き
た
。
す
で

に
地
本
を
通
し
、
総
合
車
両
セ
ン

タ
ー
関
係
業
務
改
善
の
提
案
に
関

す
る
要
求
の
中
に
い
れ
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。
今
後
、
団
交
強
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

是
非
、
討
論
を
積
み
あ
げ
て
頂
き

た
い
。

そ
し
て
、
今
春
闘
に
お
い
て
も

職
場
で
解
決
で
き
る
も
の
は
職
場

で
解
決
を
す
る
目
標
に
現
場
長
要

請
行
動
を
展
開
す
る
。
昨
日
、
支

部
は
幹
総
の
総
務
科
に
対
し
要
請

行
動
を
行
い
、
そ
の
後
各
科
に
お

い
て
我
々
の
代
表
が
要
請
行
動
を

展
開
す
る
こ
と
を
に
し
て
い
る
、

職
場
の
問
題
点
等
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
を
求
め
る
行
動
を
、
是
非

代
表
を
組
合
員
全
員
で
支
え
て
頂

き
た
い
。

職
場
の
労
働
運
動
の
構
築
に
は
、

支
部
・
分
会
の
機
関
の
活
性
化
も

大
き
な
目
標
。
機
関
が
活
性
化
す

れ
ば
、
組
織
強
化･

拡
大
が
図
ら

れ
る
。
今
、
労
働
運
動
が
ど
の
よ

う
な
も
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
若

い
労
働
者
が
大
半
。
こ
の
若
い
労

働
者
た
ち
に
国
労
の
運
動
を
し
っ

か
り
と
見
せ
、
闘
う
中
か
ら
職
場

の
改
善
が
進
む
こ
と
を
是
非
教
え

て
頂
き
た
い
。

今
春
闘
、
労
働
条
件
改
善
と
共

に
、
大
幅
賃
上
げ
獲
得
へ
む
け
精

一
杯
が
ん
ば
ろ
う
。

３
月
８
日
（
木
）
に
利
府
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
支
部
春
闘
総
決
起
集
会
に
、
支
部
組
合
員

約
一
〇
〇
名
の
組
合
員
が
結
集
し
ま
し
た
。
司
会
の

高
橋
書
記
長
は
「
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う

す
ぐ
一
年
経
つ
が
、
復
興
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
。
原

発
事
故
が
発
生
し
た
所
で
は
二
重
の
苦
し
み
で
先
が

見
え
な
い
。
中
々
春
闘
と
気
持
ち
の
切
り
換
え
が
で

き
な
い
と
思
う
が
、
我
々
組
織
さ
れ
た
労
働
者
が
団

結
し
、
世
の
中
の
労
働
者
の
水
準
を
上
げ
た
い
」
と

開
催
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

支
部
を
代
表
し
支
部
庄
司
委
員
長
は
「
私
た
ち
一

人
一
人
の
思
い
は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
が
、
目
標
で
あ

る
私
た
ち
の
労
働
条
件
の
最
た
る
賃
上
げ
の
要
求
を

こ
の
春
闘
の
中
で
勝
ち
取
る
こ
と
を
大
き
な
目
標
に

し
た
い
。
」
と
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
分
会
代
表
の
決
意
表
明
、
集
会
の
最

後
の
庄
司
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
春
闘
勝
利

に
向
け
団
結
し
て
闘
う
こ
と
の
意
思
統
一
を
行
い
ま

し
た
。
尚
、
集
会
終
了
後
に
懇
親
会
を
開
催
、
団
結

を
固
め
あ
い
ま
し
た
。



車
体
分
会
小
松
分
会
長

２
月
16
日
に
は
６
度
目
の
会
社
施
設
利
用

に
よ
る
学
習
会
を
東
日
本
本
部
武
田
執
行
組

織
部
長
、
地
本
千
葉
組
織
部
長
を
招
き
開
催

し
た
。
２
月
17
日
に
分
会
で
退
職
者
激
励
会

を
開
催
。
退
職
等
で
減
少
す
る
組
合
員
を
組

織
拡
大
の
取
り
組
み
で
食
い
止
め
た
い
と
出

席
者
と
共
に
確
認
し
て
き
た
。

車
体
一
科
で
は
二
〇
一
二
年
度
よ
り
大
幅

な
業
務
委
託
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な

問
題
が
あ
る
が
会
社
は
そ
れ
を
重
要
視
し
て

い
な
い
。
責
任
は
会
社
側
に
取
ら
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

人
事
・
賃
金
制
度
の
問
題
で
は
、
昇
進
試

験
で
行
わ
れ
た
差
別
を
二
度
々
行
わ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
点
検
・
摘
発
の
取
り
組
み
で
何

と
か
食
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

組
立
分
会
桜
井
分
会
長

業
務
改
善
提
案
以
降
、
分
会
集
会
を
開
催

し
団
交
に
向
け
て
の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

ま
た
東
日
本
本
部
武
田
組
織
部
長
を
招
き
、

組
織
拡
大
へ
の
集
会
も
開
催
し
て
き
た
。

部
品
科
は
今
回
の
震
災
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
。
い
ま
だ
復
旧
が
さ
れ
て
い
な

い
。
会
社
は
、
震
災
を
利
用
し
て
労
働
条
件

の
改
悪
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
、
そ

れ
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

台
車
分
会
森
本
分
会
長

１
月
末
に
定
期
大
会
を
開
催
以
降
、
こ
の

間
、
定
例
の
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
大
会

で
出
さ
れ
た
意
見
や
春
闘
要
求
等
議
論
し
、

分
会
集
会
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
の
春
闘
に

お
い
て
分
会
の
団
結
が
高
ま
る
様
な
運
動
を

展
開
し
て
い
く
。

運
転
分
会
横
山
副
分
会
長

昇
進
差
別
の
問
題
で
は
、
20
回
以
上
昇
進

試
験
が
合
格
し
な
い
組
合
員
に
業
務
上
の
特

別
な
仕
事
を
持
た
せ
て
い
る
。
こ
の
事
に
対

し
不
合
理
さ
を
感
じ
て
い
る
。

一
番
線
の
新
た
な
暖
房
は
五
〇
〇
〇
万
円

か
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
冷
た
い
風

が
作
業
者
に
あ
た
る
た
め
、
現
在
ス
ト
ー
ブ

を
設
置
し
て
い
る
。
現
場
の
声
を
聞
い
か
ら

や
っ
て
ほ
し
い
。

エ
ル
ダ
ー
職
場
の
環
境
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

３
月
９
日
（
金
）
に
仙
台
市
・
市
民
会
館
に

お
い
て
、
東
北
三
地
本
か
ら
組
合
員
約
四
〇
〇

名
が
結
集
し
、
二
〇
一
二
年
春
闘
勝
利
、
諸
要

求
獲
得
に
向
け
国
労
東
北
春
闘
総
決
起
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
で
は
、
東
北

労
働
講
座
と
し
て
「
東
日
本
大
震
災

東
北
運

輸
局
の
取
り
組
み
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
東
北

運
輸
局
東
日
本
大
震
災
復
興
室
室
長
・
猶
野
喬

氏
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
、
東
日
本
大
震
災
の
被

害
の
実
情
や
東
北
運
輸
局
の
取
り
組
み
等
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
第
二
部
に
入
り
、
国
労
東

日
本
本
部
・
松
井
書
記
長
か
ら
の
春
闘
情
勢
、

安
全
問
題
、
組
織
強
化
・
拡
大
等
の
報
告
を
含

め
た
挨
拶
。
来
賓
挨
拶
（
社
民
党
、
共
産
党
、

平
和
労
組
、
福
島
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
、
東

北
三
地
本
代
表
か
ら
の
決
意
表
明
が
行
わ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
ア
ピ
ー
ル
採
択
、
斉
藤
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
ら
れ
、
仙
台
市
内
を

四
隊
に
分
か
れ
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

デ
モ
行
進
終
了
後
、
仙
台
市
グ
リ
ー
ン
コ
ー

ト
に
お
い
て
、
東
北
三
工
場
交
流
会
が
開
催
さ

れ
（
43
名
参
加
）
、
遠
く
離
れ
中
々
会
う
こ
と

の
で
き
な
い
仲
間
と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

尚
、
こ
の
行
動
の
前
段
、
仙
台
駅
東
口
と
仙

台
支
社
前
で
早
朝
チ
ラ
シ
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


